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7　　　虚血性心疾患へのTI　reinjection法の有用性

長谷川修一、横山知行、神田享勉、飯塚利夫、今井進、

村田和彦（群馬大学第二内科）　鈴木忠（群馬大学医療

短大）　渡辺直行、織内昇、井上登美夫、遠藤敬吾（群

馬大学核医学）

　虚血性心疾患22例に運動負荷Tl心筋シンチグラフィ

を施行し、3時間後にTI　reinjectionを行いその有効性

を検討すると共に心室壁運動との関連を検討した。画像

解析は視覚的に評価し心筋を10領域に分割した。3時

間後の遅延像で不完全再分布を示した17領域の内、re

injection後5領域で完全再分布、3領域で不完全再分

布を示した。固定性欠損を示した14領域の内、1領域

で完全再分布、8領域で不完全再分布を示した。reinje

ctionにより14領域でTlの取り込みの増加が確認できた。

なおT1の取り込みの増加の有無と心室壁運動には、有意

な関連が認められなかった。

8　　　　Tl負荷心筋SPECTにおける右室の描出の意義

北原公一．諏訪二郎．大滝英二，鈴木紳　（榊原記念病院．

循環器内科）

　Tl負荷心筋SPECTで右室が描出された冠動脈疾患例を

検討した。　対象は89年4月から91年4月までのT1負荷心

筋SPECT1127例中、右室の描出を認めた24例。負荷はDIP

YRIDAMOLE19例、　TREADMILL5例で、カットオフは40％を用

いた。　SPECT上22例（複数領域5例；前壁18、下壁8、側壁1）

にONIを認めた。　OMI（一）の2例はLAD近位部閉塞の狭心症

例であった。一過性虚血はLAD領域24、　RCAI4、　LCX10で、

1枝領域8、2枝7、3枝9であった。肺／心筋Tl集積比は平

均38％で、正常平均（25X）に比し高値であった。心カテ（2

0例）でLVEDP20．7natHg、　LVEF44．4X、1枝病変6、2枝2、3

枝9、LMT3であった。　負荷心筋SPECT上の右室の描出は

虚血による左心不全の間接的表現としての肺うっ血を示

唆し、重症冠動脈病変の存在を推定させると考えられた。

9　　　Hibemati㎎Myocardiu皿における運動負荷Tl

－201心筋SP㏄Tの有用性

橋本泰則、山辺　裕、柿本哲也、矢坂義貝｜1、名村宏之、

吉田裕昭、前田和美、横山光宏（神戸大学第一内科）

Hibernating　myocardiunのTl－kineticsを検討する目

的で、P忙A後reversible　vvall　moti㎝abnormality（寵

A）を証明し得た10例（H群）と、㎜を有さない10例

（N群）の運動負荷Tl－201心筋SPIDCTを施行した。　各

区域の初期像における灯1－uptakeは、　H群46．0±15．4％，

N群57．1±17．4％（p〈0．05）とH群において有意に強い

冠血流障害を認めた。初期像から遅延像への灯1－uptake

の変化（△灯1－uptake）はH群17．9±11．9％，　N群24．6

±12．　5％（ns）と差がなかった。　Hibernating凹yocar

di皿は高度の冠血流障害を基盤として生じ、かっ再分布

し難いkineticsが、　viabi　l　ityのunderestimationを生

じる原因となることが示唆された。

10　　　運動負荷201T1心筋sPEcTにおける逆再分布現

象の検討

久保田昌宏，津田隆俊，岩窪昭文，森田和夫（札幌医大

放射線科），中田智明，田中繁道，飯村攻（同第二内科）

　1988年1月より1990年12月までに運動負荷心筋SPECTを

施行した609例（PTCA群90例，　CABG群73例，血行再建（一）

群446例）を対象とした．　逆再分布はPTCA群で18例（20

％），CABG群で13例（18％），血行再建（一）群で71例（16％）に

みられた．　これらの症例の運動負荷心筋SPECTと安静

時心筋SPECT，冠動脈造影とを対比検討することにより，

逆再分布現象の成因と臨床的意義にっいて検討したので

報告する．

11　　　　冠側副血行路の臨床的意義：Tl．201運動負荷

心筋シンチによるfollow　upからの検討

松田外志朗、岡崎康司、南都伸介、内藤丈詞、三嶋正芳、

児玉和久（大阪警察病院心臓センター）　松村泰志、

山本一博、井上通敏（大阪大学第一内科）　佐々木次郎、

四戸徹、長谷川正和（大阪警察病院放射線科）

　良好な冠側副血行路を有する症例の冠血流動態をTl－

201運動負荷心筋シンチによるfollow　upから検討した。

対象は、左前下行枝近位部に完全閉塞を呈し、右冠状動

脈からの良好な側副血行路を有する10例（陳旧性心筋梗

塞6例、労作性狭心症4例）である。運動負荷心筋シンチ

では、全例前壁中隔の虚血を示し、10例中7例が、前壁中

隔のみならず下壁に及ぶ虚血を示した。10例中3例では心

電図上有意なST変化を示さず、虚血の評価に際して運動

負荷心筋シンチによるfollow　upが有用であると考えられ
た。

12　　　虚血性心疾患に対する川Tl運動負荷心筋シ

ンチグラム像の経時的変化に関する検討

鎌田達也、宮下岳夫、笠井龍太郎、池部伸彦、小林泰彦、

永井義一、山澤捕宏、伊吹山千晴（東京医大第二内科）

藤田賢二、白岩啓志、梅田淳一（東京医大放射線科）

　虚血性心疾患、の経過観察におけるTlexの有用性を検討

した。　OMI　35例とAP20例に、　T　l　exとCAGを施行、　PTCA

やCABGは施行せず、1～3年後にTlexを再検した。　OMI

は、1枝病変13例、2枝13例、3枝9例で、APは、5例、

8例、7例だった。OMIでは、㏄G変化は認めずTlex像

の悪化を7例に認め、うち4例に自覚症状の変化を認め

た。他の28例は不変だった。APでは、悪化は4例で全て

川1発症であり、全例多枝病変だった。　OMIでもAPで

も数年間で20％にTlexの悪化を認め、　OMIでは自覚症状

に変化のない例が43％あり、定期的なTlexの施行にもと

ずく治療方針の決定が必要と考えられた。
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